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活
支
援
施
設
の
整
備
を
進
め

る
。
起
震
車
は
各
種
訓
練
で
活

用
し
防
災
意
識
向
上
を
図
る
。

議
員　

病
院
経
営
が
危
機
的
な

中
、
市
内
病
院
支
援
の
取
り
組

み
、
井
口
地
区
の
医
療
機
関
誘

致
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
土
地
返

還
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
再
生
部
長　

診
療
報
酬
改

定
等
を
注
視
し
な
が
ら
病
院
支

援
を
検
討
す
る
。
医
療
機
関
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の

行
っ
た
入
札
が
不
調
と
な
り
再

調
整
中
だ
。
期
間
満
了
後
は
返

還
を
前
提
に
利
活
用
を
図
る
。

議
員　

８
０
５
０
問
題
な
ど
高

齢
者
の
孤
立
化
を
巡
る
課
題
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、
伴
走
支

援
の
強
化
で
孤
立
を
防
ぎ
地
域

共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
ま
る

ご
と
博
物
館
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

国
立
天
文
台
周
辺
ま
ち

づ
く
り
は
、
手
法
や
時
期
を
見

直
す
と
の
こ
と
だ
が
、
抜
本
的

に
見
直
し
、
学
校
の
移
転
と
統

廃
合
は
白
紙
撤
回
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

効
率
的
な
事
業
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く

り
を
止
め
る
も
の
で
は
な
く
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

三
鷹
駅
前
東
地
区
再
開

発
は
、
い
ま
一
度
課
題
を
整
理

し
、
当
該
年
度
中
に
市
民
意
見

を
改
め
て
聴
取
す
べ
き
だ
。

都
市
再
生
部
長　

当
該
年
度
は

再
検
討
に
当
た
り
基
本
構
想
や

基
本
プ
ラ
ン
の
改
定
を
予
定
し

て
お
り
、
市
民
意
見
等
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
の
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
推
進
と
抱
き
合
わ
せ
の

物
価
高
騰
対
策
に
市
民
か
ら
落

胆
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
物

価
高
騰
対
策
に
条
件
を
付
す
こ

と
は
や
め
る
べ
き
だ
。

企
画
部
長　

支
援
が
広
く
行
き

渡
る
こ
と
を
重
視
し
つ
つ
、
事

業
を
組
み
合
わ
せ
て
相
乗
効
果

が
生
じ
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て

い
る
。
最
適
な
ス
キ
ー
ム
で
効

果
的
な
生
活
支
援
に
し
た
い
。

議
員　

平
和
条
例
改
正
が
予
定

さ
れ
る
中
、
総
理
の
憲
法
改
正

や
非
核
三
原
則
見
直
し
言
及
に

対
す
る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

総
理
発
言
へ
の
市
の
見

解
は
差
し
控
え
る
。
市
は
非
核

都
市
宣
言
を
し
て
お
り
、
市
民

社
会
全
体
の
共
通
の
価
値
観
と

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

を
支
え
る
こ
と
が
市
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り

東
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
再
検
討
を
決
断
し
た
要
因

と
影
響
を
伺
う
。

市
長　

残
念
な
が
ら
物
価
高
騰

等
に
よ
り
将
来
の
財
政
運
営
に

影
響
が
あ
り
、
当
初
計
画
ど
お

り
の
進
捗
は
困
難
で
あ
る
。
私

の
任
期
中
に
は
道
筋
を
つ
け
る

必
要
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

以
前
か
ら
市
庁
舎
建
て

替
え
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
当

該
年
度
は
延
命
化
調
査
を
実
施

予
定
だ
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

民
間
活
力
の
活
用
を
基

軸
に
検
討
し
て
き
た
が
、
現
庁

舎
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

駅
前
が
一
定
の
方
向
性
が
見
え

た
段
階
で
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

ま
ち
全
体
を
博
物
館
と

す
る
多
拠
点
型
の
博
物
館
に
す

る
た
め
の
条
件
等
を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長　

法
令

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
が
、

前
例
の
な
い
取
り
組
み
だ
。
そ

の
点
を
活
か
し
、
情
報
発
信
に

努
め
つ
つ
、
観
光
振
興
等
に
取

り
組
む
。

議
員　

牟
礼
里
山
農
園
（
仮

称
）
は
情
報
収
集
に
努
め
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
整
備
に
至
っ

た
も
の
と
認
識
す
る
。
三
鷹
の

原
風
景
の
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

当
該
用
地
は
相
続
人
の

理
解
で
市
が
取
得
し
た
。
景
観

等
の
保
全
を
理
念
と
し
た
基
本

的
な
考
え
方
を
策
定
し
可
能
な

限
り
保
全
に
努
め
る
。

議
員　

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
三
鷹
駅
前
再
開

発
・
国
立
天
文
台
・
市
庁
舎
の

３
つ
の
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

道
筋
を
提
示
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

駅
前
再
開
発
を
公
約
と

し
て
市
長
に
当
選
し
た
こ
と
か

ら
、
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。
物

価
高
騰
等
の
現
状
を
勘
案
し
つ

つ
、
三
鷹
の
価
値
を
高
め
る
た

め
、
知
恵
を
絞
っ
て
覚
悟
を
持

っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
認
知
症
に

係
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
な
ど

も
の
権
利
条
例
制
定
な
ど
の
各

施
策
を
通
じ
、
人
権
尊
重
を
基

盤
と
し
た
積
極
的
平
和
の
実
現

を
庁
内
連
携
で
進
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
都
市
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
／
国
立
天
文
台
再

開
発
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

積
極
的
平
和
の
実
現
と

人
権
尊
重
は
表
裏
一
体
だ
。
貧

困
・
差
別
・
格
差
の
解
消
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
当
該
年
度
に

平
和
事
業
以
外
の
施
策
で
ど
の

よ
う
に
具
体
化
す
る
か
伺
う
。

市
長　

海
外
都
市
交
流
や
子
ど

議
員　

三
鷹
幼
稚
園
跡
地
の
施

設
運
営
に
お
け
る
子
ど
も
の
意

　

代
表
質
疑
と
一
般
質
問
の
模
様
は
、
４
～
７
面
の
各
議
員
タ
イ
ト
ル

欄
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

聞
き
続
け
る
。
子
ど
も
の
権
利

擁
護
委
員
へ
子
ど
も
自
身
だ
け

で
な
く
施
設
か
ら
も
相
談
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
い
て
な
ど

見
の
反
映
、
子
ど
も
の
権
利
擁

護
機
関
と
子
育
て
施
設
と
の
連

携
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
意
見
を
運
営
に
反
映

し
、
開
設
後
も
子
ど
も
の
声
を

議
員　

市
庁
舎
は
過
去
に
劣
化

診
断
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
８
年
度
の
調
査
は
延
命
化
の

可
否
を
改
め
て
判
断
す
る
も
の

か
、
市
の
認
識
を
問
う
。

第
三
副
市
長　

長
期
使
用
に
適

さ
な
い
と
の
過
去
調
査
の
評
価

議
員　

不
登
校
出
現
率
の
激
減

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教

育
制
度
の
成
果
か
ど
う
か
強
い

疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
検
証

予
算
を
検
討
す
べ
き
と
繰
り
返

し
た
だ
し
て
お
り
、
誠
実
に
答

議
員　

小
学
生
の
登
下
校
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
保
冷

剤
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
用
背
当
て

パ
ッ
ド
が
配
付
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
支
援
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
か
。
こ
の
支
援
に
至

っ
た
経
緯
を
伺
う
。

を
前
提
に
、
外
壁
等
の
劣
化
状

況
を
把
握
す
る
予
定
だ
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
今
後
の
維
持
保

全
等
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
「
子
ど
も

の
森
」
基
本
プ
ラ
ン
の
改
定
に

つ
い
て

え
な
い
の
は
議
会
軽
視
だ
。

市
長　

計
上
の
考
え
は
な
い
。

教
育
長　

今
後
の
方
向
性
を
検

証
す
る
場
と
し
て
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
予
定
だ
。
指
摘
の

検
証
に
特
化
し
た
予
算
計
上
は

予
定
し
て
い
な
い
。

教
育
長　

姉
妹
都
市
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
自
治
体
間
交
流

の
中
で
効
果
を
確
認
し
た
上
で

熱
中
症
予
防
や
身
体
的
負
担
軽

減
と
し
て
実
施
す
る
も
の
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
庁
舎
等

の
延
命
化
に
つ
い
て

の
声
の
反
映
や
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
を
ど
う
考
え
る
か
。

第
三
副
市
長　

地
権
者
の
理
解

が
前
提
だ
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
若
い
世
代
か
ら
も

意
見
を
聴
取
す
る
。
事
業
計
画

等
の
情
報
発
信
も
大
事
だ
。

議
員　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り

な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
深
刻
化
す
る
中
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
切
れ
目
な

い
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
部
長　

子
ど
も
家
庭
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関
と

連
携
や
情
報
の
共
有
を
し
な
が

ら
、
社
会
的
自
立
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
推
進
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
平
和
施
策

の
推
進
／
高
齢
者
支
援
／
防
災 

・
減
災
対
策
に
つ
い
て
な
ど

と
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員　

首
都
直
下
地
震
で
想
定

さ
れ
る
在
宅
避
難
で
の
備
蓄
の

啓
発
等
の
取
り
組
み
や
、
防
災

訓
練
時
の
起
震
車
活
用
の
拡
充

に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

防
災
安
全
部
長　

日
常
的
な
備

蓄
の
啓
発
な
ど
在
宅
避
難
の
備

え
を
推
進
し
、
災
害
時
在
宅
生

議
員　

平
和
に
関
す
る
条
例
の

改
正
に
伴
い
、
平
和
を
希
求
す

る
思
い
を
ど
の
よ
う
に
市
民
へ

情
報
発
信
す
る
の
か
。

市
長　

平
和
と
は
市
民
に
は
当

た
り
前
の
日
常
で
あ
り
、
そ
れ

議
員　

戦
後
80
年
を
迎
え
、
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
中
心
と

な
っ
た
今
、
若
い
世
代
向
け
平

和
施
策
と
積
極
的
平
和
を
掲
げ

た
市
長
の
問
題
意
識
を
伺
う
。

市
長　

戦
争
経
験
者
が
減
っ
て

い
る
現
状
に
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。
戦
争
の
記
憶
や
平
和
の

尊
さ
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ

議
員　

物
価
高
騰
が
長
期
化
す

る
中
、
機
動
的
な
補
正
予
算
編

成
で
市
民
へ
の
影
響
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。
市
の
認
識
と

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

第
二
副
市
長　

物
価
高
騰
対
策

は
重
要
な
市
政
課
題
だ
。
物
価

動
向
と
市
民
へ
の
影
響
を
的
確

に
捉
え
、
国
や
都
の
動
向
も
注

視
し
て
機
動
的
に
対
応
す
る
。

議
員　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
伴
い
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ

な
市
民
へ
の
支
援
強
化
が
必
要

だ
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
包

摂
的
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

企
画
部
長　

対
面
相
談
や
地
域

サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
支
援
体
制
を

確
保
し
、
誰
も
が
利
便
性
を
実

感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
。

議
員　

三
鷹
駅
前
再
開
発
等
の

見
直
し
を
契
機
に
、
若
い
世
代

代
表
質
疑

代
表
質
疑

　
3
月
4
日
の
本
会
議
で
、
各
会
派
の
代
表
者

9
人
が
令
和
8
年
度
予
算
に
つ
い
て
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

誰
も
が
安
心
と
希
望
を
持
て
る

誰
も
が
安
心
と
希
望
を
持
て
る

暮
ら
し
の
実
現
を

暮
ら
し
の
実
現
を

公
明
党

大
倉
あ
き
子
　
幹
事
長

山
積
す
る
課
題
に
対
応
で
き
る

山
積
す
る
課
題
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
備
せ
よ

体
制
を
整
備
せ
よ

立
憲
民
主
緑
風
会

岩
見
　
大
三
　
幹
事
長

平
和
の
希
求
と
防
災
・
減
災
の

平
和
の
希
求
と
防
災
・
減
災
の

ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
を

自
民
ク
ラ
ブ

加
藤
こ
う
じ
　
幹
事
長

人
権
尊
重
と
積
極
的
平
和
を
全
て
の

人
権
尊
重
と
積
極
的
平
和
を
全
て
の

施
策
に
通
底
さ
せ
よ

施
策
に
通
底
さ
せ
よ

れ
い
わ
・
市
民
自
治
の
会

野
村
　
羊
子
　
幹
事
長

市
庁
舎
等
の
延
命
化
に
向
け
た

市
庁
舎
等
の
延
命
化
に
向
け
た

調
査
の
意
図
は

調
査
の
意
図
は

つ
な
ぐ
三
鷹
の
会

成
田
ち
ひ
ろ
　
幹
事
長

不
登
校
出
現
率
激
減
に
疑
義
あ
り
。

不
登
校
出
現
率
激
減
に
疑
義
あ
り
。

検
証
予
算
計
上
を

検
証
予
算
計
上
を

日
本
維
新
の
会

中
泉
き
よ
し
　
幹
事
長

背
当
て
パ
ッ
ド
は
支
援
で
は
な
く

背
当
て
パ
ッ
ド
は
支
援
で
は
な
く

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か

参
政
党

蛯
澤
　
征
剛
　
幹
事
長

子
ど
も
の
権
利
擁
護
を
全
庁
で

子
ど
も
の
権
利
擁
護
を
全
庁
で

連
携
し
て
推
進
せ
よ

連
携
し
て
推
進
せ
よ

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

山
田
さ
と
み
　
幹
事
長

積
極
的
な
物
価
高
騰
対
策
を
行
い

積
極
的
な
物
価
高
騰
対
策
を
行
い

市
民
生
活
の
支
援
を

市
民
生
活
の
支
援
を

日
本
共
産
党

前
田
　
ま
い
　
副
幹
事
長


